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研究成果の概要（和文）：社会教育施設として地域の芸術文化活動を担う県立美術館の学習機会の特質や、学習
者である来館者が美術館経験を通して何をどのように学ぶのかというプロセスを、社会学的な調査と脳血流測定
器による脳活動の変化をみる実験的なアプローチの実証的研究を計画した。コロナにより実施不可となり、代替
案として大学内で学生対象により実施。ジェンダーや年齢層に留意して分析し、美術館の教育活動や学芸員教育
の新たな方向性を提示。

研究成果の概要（英文）：  As a social educational facility, the prefectural museum of art plays a 
central role in the arts and culture activities of the local community. We planned an empirical 
study using a sociological questionnaire survey and an experimental approach to look at changes in 
brain activity using a cerebral blood flow measuring device(HOT-2000), but it became impossible to 
conduct it in museums under the coronavirus, so we proposed an alternative. 
  We conducted surveys and experiments on students from three universities. While paying attention 
to the gender and age of the subjects, and utilizing the knowledge of social science, brain science,
 and psychology, and utilizing the comprehensive results, the future development of educational 
activities at museums and the education of curators as professionals. proposed a new direction.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義は、研究方法として社会科学的なアプローチと脳血流測定器による実験科学的なアプロ
ーチから得た２種類のデータを総合的に分析する方法を取り入れたことである。また、研究成果の社会的意義に
ついては、地域の芸術文化活動を、社会教育施設として美術館が担う役割を明らかにしつつ、その中核的存在と
しての学芸員の教育力の新しい展開を専門職としての養成レベルから再構築する必要性を提案したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）地域づくり戦略としての、community capacity development（以下、CCD と略す）と
いう概念は、1990 年代に途上国に対する国際的な援助の理念・戦略として UNDP（国連開発
計画）により提案された。UNDP は、CCD を、「個人、組織、諸機関、社会が機能を果たし、
諸課題を解決し、目標を設定したり、それを達成する能力を発展させる過程である」（UNDP 
1997）と規定している。この CCD は様々な国の援助機関の援助戦略として採用されただけで
はなく、先進国の都市開発や農山村開発・再生論の試みの中でも活かされている（Chaskin 
2001）。 
（２）社会教育実践や社会福祉実践の視点から重要なことは、地域のキャパシティを高めること
にある。その実践では、①継続的な学習と変化のプロセスであること、②地域社会の個人や既に
存在する組織のより有効な活用とエンパワーメントを重視していること、③実践的戦略やプロ
グラムをつくる際により体系的なアプローチをとることが必要である。これを実現するために
は地域包括支援センターなどの社会福祉機関だけではなく行政の垣根を越えて、公民館等の社

会教育機関・職員との協同関係を築くことが必要となる。しかし、日本ではこうした実践の必要
性についての自覚に乏しく、また専門的力量が問われるわけでもない。この点で、スコットラン
ドのコミュニティ・エデュケーションセンターの仕組みは示唆的である。このセンターには、成
人教育者、ユースワーカー、コミュニティワーカーの三つの職種からなるスタッフが配置され、
連携・協同関係をつくりながら地域課題の解決及び地域づくりの実践を進めている。 
（３）日本の制度や地域課題に即して言えば、一つのセンターに三つの職種を配置するというよ
りも、これら諸機関が独立しつつも、連携・協同関係をつくりながら住民参加と地域課題の解決
にあたることが求められる。本研究では、社会福祉機関、公民館関係者の協力をえて、これらの
諸機関に配置されている専門職たちの協同実践をつくりながら、公民館をプラットホームにし
た連携・協同の構築モデルの提案が期待されていた。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、地域づくりの方法論であるコミュニティ・キャパシティを高めるために
必要な教育、福祉、健康に関する三つの職種の協同関係の構築の方法的戦略と、そのための職員
の専門性の内実と養成のカリキュラム、研修方法を開発することにある。国際開発計画（UNDP）
や World Bank など国際機関では、途上国の社会開発、先進国の都市貧困地域の再開発、農山村
開発の手法として、community capacity development という考え方を採用している。 
（２）日本の地域社会の抱える諸問題として、高齢化にともなう介護予防や、健康づくりなどの
課題がある。しかし、この問題を解決するには、社会福祉の機関による個別アプローチだけでな
く、地域にある公民館等の教育機関との連携、すなわち教育的アプローチが必要となる。地域社
会は、社会教育、健康、社会福祉をめぐる実践の基盤として重要である。本研究では、教育と福
祉のサービスを地域レベルで提供している諸機関（公民館、地域包括支援センターなど）の連携
構築を図りつつ公民館のプラットホームとしての役割の意義と、具体的な実践手法を開発する
ことをめざした。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は、3 年の研究期間を想定している。まず、①CCD の概念の内外の研究動向を検
討する。とくに、スコットランドのコミュニティ・エデュケーションセンターにおける三職種の
協同と、専門職養成のカリキュラムについて、エディンバラ大学の研究者の協力で理解を深める
必要がある。②特定の地域をフィールドに社会福祉機関と公民館との連携・協同の「プラットホ
ーム」をつくり、地域づくりの実践を試みる。③このために地域のキャパシティのアセスメント
を試行的に行うとともに、その有効性を検証するために次年度に向けての CCD 実践計画を作成
（一部実施）する。 
（２）④高橋満が作成したアセスメント指標の有効性を検証して、必要な修正を加えて、社会教
育、社会福祉領域のキャパシティ・アセスメント指標を完成させる。⑤以上を総合して、公民館
職員の専門性を明らかにし、その養成・研修の提案をつくる。 
 
４．研究成果 
（１）公民館職員にとって、プログラムのデザイン・実施は中心的な位置を占めている。ところ
が、初心者の職員たちも、すでにあるプログラムをもとにして、自分の公民館への参加経験に依
拠しながら、あるいは、大学で学んだ知識をもとにして、形式的には、プログラムをデザインす
ることが可能であった。その技能自体はもちろん進歩するが、基本は比較的容易に学べるわけで
ある。 



（２）しかしながら、それでは十分ではないと職員たちは考える。なぜなら、このプログラムに
は利用者のニーズも、地域住民の思いや参加の意思など大切な要素が欠けているからである。し
たがって、職員たちは、このニーズを把握（ニーズ・アセスメント）するために信頼関係を築く
努力を重ねつづける。さらに、職員たちは地域資源を発見し、それを開発するためにコミュニテ
ィワークの手法を使いながら能動的に働きかけていた。こうした視点の転換自体が公民館職員
としての力量の成長を表現していることを見てきた。 

10 年の経験を経た公民館職員は「一人前」以上の力をもっているであろう。彼らは、参加に
おいても住民一人一人の自己実現を大切にしながら、その先に地域の weii-being を高めること
をめざしつつ、これらの資源を使って（ネットワーク化と資源動員）住民とともにプログラムを
つくっている。 
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